
若手研究者が独立した研究を実施する際に障害となること 
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○ 「短期間の成果が求められるため、自ら発案した研究テーマに挑戦することができない」、「雇用が不安定
であるため、自ら発案した研究テーマに挑戦することができない」、「大型プロジェクトによる任期付雇用のた
め、研究テーマを自由に設定できない」等の理由が、若手研究者が独立して研究することの障害となって
いる。 

出典：科学技術・学術政策研究所「科学技術の状況に係る総合的意識調査（NISTEP定点調査2013）」 
     NISTEP REPORT NO.157（平成26年４月）を基に、文部科学省作成 

研究資金制度の 
改革 



大学等の特許権実施収入の推移 

22 

○ 大学等の特許権実施等収入額は増加傾向にあり、平成25年度は初めて20億円を越えて過去最高額
となった。 

出典：文部科学省「平成25年度 大学等における産学連携等実施状況について」等を基に、内閣府作成 

科学技術イノベーション・ 
システム改革について 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

金額；百万円  


	データ集�（これまでの科学技術イノベーション�政策を振り返って）
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32

